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■
主
な
記
事

そ
の
笑
顔
、

ロ
ン
ド
ン
で
も
輝
い
て
―

そ
の
笑
顔
、

ロ
ン
ド
ン
で
も
輝
い
て
―

女子ホッケーでロンドン五輪に出場する田中泉樹選手が母
校一方井小を訪問し、ホッケーの実技などで児童たちと交流
しました。児童たちから寄せ書きを贈られ激励を受けた田
中選手は「みんなから元気をもらいました。私もみんなに元
気を与えられるようロンドンで頑張ってきます」とあいさ
つ。後輩たちに健闘を誓いました（７月10日、一方井小）
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投
票
区

投票場所
有権者数 期日前投票者数 投票所・不在者投票者数 投票者数合計 投票率 投

票
率
順男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

1 御堂集落センター 119 123 242 5 5 10 76 74 150 81 79 160 68.07 64.23 66.12 21

2 水堀いきがい交流センター 328 346 674 17 12 29 240 252 492 257 264 521 78.35 76.30 77.30 6

3 横沢集会所 81 74 155 5 3 8 51 50 101 56 53 109 69.14 71.62 70.32 13

4 豊岡開拓婦人ホーム 35 43 78 2 0 2 26 35 61 28 35 63 80.00 81.40 80.77 4

5 新町城山青年婦人会館 591 676 1,267 43 51 94 381 441 822 424 492 916 71.74 72.78 72.30 10

6 細沢多目的集会施設 71 73 144 2 2 4 48 51 99 50 53 103 70.42 72.60 71.53 12

7 勤労青少年ホーム 723 826 1,549 72 77 149 428 496 924 500 573 1,073 69.16 69.37 69.27 16

8 愛宕下住宅集会所 460 559 1,019 34 41 75 270 338 608 304 379 683 66.09 67.80 67.03 19

9 林業研修センター 576 623 1,199 45 53 98 338 385 723 383 438 821 66.49 70.30 68.47 18

10 横田地区コミュニティ消防センター 243 246 489 13 14 27 153 163 316 166 177 343 68.31 71.95 70.14 14

11 久保公民館 125 122 247 4 5 9 87 95 182 91 100 191 72.80 81.97 77.33 5

12 一方井健康センター 567 606 1,173 29 39 68 396 400 796 425 439 864 74.96 72.44 73.66 8

13 黒石生活改善センター 151 144 295 5 6 11 95 91 186 100 97 197 66.23 67.36 66.78 20

14 黒内多目的集会施設 121 109 230 13 15 28 70 67 137 83 82 165 68.60 75.23 71.74 11

15 信義丘会館 144 157 301 11 5 16 101 102 203 112 107 219 77.78 68.15 72.76 9

16 浮島多目的集会施設 179 172 351 20 24 44 135 115 250 155 139 294 86.59 80.81 83.76 3

17 川口地区社会体育館 856 901 1,757 60 45 105 577 662 1,239 637 707 1,344 74.42 78.47 76.49 7

18 野原地区コミュニティ消防センター 284 303 587 16 21 37 181 184 365 197 205 402 69.37 67.66 68.48 17

19 南山形高齢者等活性化センター 150 143 293 8 8 16 118 118 236 126 126 252 84.00 88.11 86.01 1

20 北山形公民館 287 265 552 9 6 15 191 178 369 200 184 384 69.69 69.43 69.57 15

21 岩瀬張地区集落センター 63 64 127 1 3 4 49 56 105 50 59 109 79.37 92.19 85.83 2

合          計 6,154 6,575 12,729 414 435 849 4,011 4,353 8,364 4,425 4,788 9,213 71.90 72.82 72.38 ー

■別表２　得票結果（得票順、敬称略）
当落の別 得票数 候補者名 所属など

当選 829.000 朽木　元治郎 無現

当選 742.000 武田　茂 無現

当選 726.000 田中　二郎 無現

当選 617.000 松山　宗治 無新

当選 574.000 小島　英亮 無現

当選 563.000 岩崎　富士夫 無現

当選 557.000 田村　正 共現

当選 532.000 高橋　幸子 無新

当選 521.000 愛木　武治 共現

当選 510.539 佐藤　竹広 無現

当選 506.000 横沢　稔秋 無新

当選 455.000 滝本　秀雄 無現

当選 435.460 佐藤　弘吉 無現

当選 407.000 笹渡　昇 無現

当選 324.000 早坂　信一 無現

当選 317.000 千葉　岩男 無新

次点 267.000 阿部　秀右 無現

落選 169.000 大下　松三 無現

落選 106.000 松森　一三 無新

■町議会議員選挙開票結果
当日の有権者数 12,729 人

有効投票数 9,158 票

無効投票数 55 票

投票総数 9,213 票

法定得票数 143.093 票

投票者総数 9,213 人

※小数点以下は案分票によるもの
※無は無所属、共は日本共産党、現は現職、新は新人の略

※法定得票数とは、選挙で当選が認められるため
に必要な得票数のこと。法定得票数＝有効投票数
÷議員定数÷ 4

平成24年７月８日執行　岩手町議会議員選挙

①②投票された一票一票を正確に分類、集計する開票作業のようす③多数
の支援者らが開票作業を参観。掲示された得票結果には人だかりができた

人
、
女
６
５
７
５
人
）
で
、
投
票

総
数
は
９
２
１
３
票
（
う
ち
期
日

前
投
票
は
８
４
９
票
）。
投
票
率

は
前
回
を
８
・
10
ポ
イ
ン
ト
下
回

る
72
・
38
％
で
し
た
。
投
票
所
ご

と
の
投
票
者
数
や
投
票
率
は
別
表

１
の
と
お
り
で
す
。

　

開
票
は
午
後
７
時
か
ら
町
総
合

開
発
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
票
作
業
で
は
、
町
職
員
が

有
権
者
の
投
票
し
た
９
２
１
３
票

を
候
補
者
名
な
ど
に
分
類
。
疑
問

町
政
を
担
う

新
議
員
16
人

　

７
月
３
日
に
告
示
さ
れ
た
町
議

会
議
員
選
挙
は
定
数
16
人
に
対

し
、
現
職
14
人
、
新
人
５
人
の
計

19
人
が
立
候
補
し
、
平
成
16
年

（
前
々
回
）
以
来
８
年
ぶ
り
に
選

挙
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
選
挙

戦
で
は
各
候
補
者
が
拡
声
器
付
き

の
車
両
な
ど
を
用
い
て
町
内
各
地

で
遊
説
。
有
権
者
に
支
持
を
訴
え

ま
し
た
。

　

投
票
は
７
月
８
日
、
午
前
７
時

か
ら
午
後
６
時
ま
で
町
内
21
カ
所

の
投
票
所
で
行
わ
れ
、晴
天
の
中
、

早
朝
か
ら
大
勢
の
有
権
者
が
投
票

所
を
訪
問
。
ま
た
、
８
日
の
投
票

日
に
先
立
ち
４
日
か
ら
７
日
ま
で

役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
た
期
日
前

投
票
に
は
、
当
日
投
票
所
に
行
け

な
い
有
権
者
な
ど
が
多
数
訪
れ
、

選
挙
へ
寄
せ
る
関
心
の
高
さ
が
う

か
が
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
日
の
有
権
者
数
は

１
万
２
７
２
９
人
（
男
６
１
５
４

８
年
ぶ
り
の
選
挙
戦

投
票
率
は
72
・
38
％

票
を
精
査
し
、
白
票
や
候
補
者
以

外
の
氏
名
が
書
か
れ
た
無
効
票
55

票
を
除
い
た
９
１
５
８
票
の
有
効

投
票
を
正
確
に
集
計
し
ま
し
た
。

　

集
計
作
業
は
、
い
ち
早
く
得
票

結
果
を
知
ろ
う
と
詰
め
か
け
た
各

候
補
者
の
支
援
者
な
ど
約
50
人
の

参
観
人
が
見
守
る
中
、
午
後
９
時

ご
ろ
終
了
。
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
各
候
補
者
の
得
票
結
果
が
発
表

さ
れ
る
と
、
会
場
の
外
で
は
、
掲

示
さ
れ
た
得
票
結
果
を
確
認
し
、

携
帯
電
話
で
連
絡
す
る
参
観
人
た

ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
候
補
者
の
得
票
結
果

は
別
表
２
の
と
お
り
で
す
。

■別表１　選挙結果集計表

家族で投票所を訪れ、よりよいまちづくりへの大切な１票を投じる町の有権者（勤労青少年ホーム）

任
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
議
員
選
挙
は
７
月

８
日
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、

今
後
４
年
間
の
町
政
を
担
う
新
議
員
16
人
が

決
ま
り
ま
し
た
。
町
議
会
議
員
選
挙
の
詳
し

い
結
果
と
新
議
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

９
２
１
３
票
を
開
票

正
確
に
敏
速
に
集
計

決定

②

③

①
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新
議
員
の
紹
介

松
まつもり

森　恭
きょういち

一（74）
上愛宕下

■別表３　常任委員会などの構成（敬称略） 任期：平成 26 年７月 22 日まで

委員会名 委員長名 副委員長名 委員名
総務教育常任委員会 田中 二郎 小島 英亮 笹渡 昇、田村 正、岩崎 富士夫、朽木 元治郎、千葉 岩男、松山 宗治
産業民生常任委員会 武田　茂 佐藤 竹広 愛木 武治、早坂 信一、滝本 秀雄、高橋 幸子、横沢 稔秋

議会広報委員会 小島 英亮 佐藤 竹広 笹渡 昇、高橋 幸子、千葉岩男、横沢 稔秋、松山 宗治
議会運営委員会 早坂 信一 田中 二郎 田村 正、武田 茂、小島 英亮、佐藤 竹広

右
か
ら
左
へ
、
当
選
回
数
と
年
齢
の
若
い
順
に
掲
載

（
敬
称
略
）。
顔
写
真
下
の
説
明
は
、
氏
名
（
投
票
日

当
日
の
満
年
齢
）、行
政
区
、職
業
、当
選
回
数
（
○
内
）

　

選
挙
後
、
初
の
議
会
と
な
る
平

成
24
年
第
２
回
町
臨
時
会
は
７
月

23
日
、
町
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

 

当
日
は
、
選
挙
で
当
選
し
た
新

議
員
16
人
全
員
が
出
席
し
、
初
め

に
議
長
と
副
議
長
を
決
め
る
選
挙

を
実
施
。
そ
の
結
果
、
議
長
に
佐

藤
弘
吉
さ
ん
、
副
議
長
に
笹
渡
昇

さ
ん
を
選
任
し
ま
し
た
。

初
議
会
を
開
催
し

議
長
な
ど
を
決
定

町
監
査
委
員
に

松
森
氏
と
滝
本
氏
が
再
任

　

任
期
満
了
に
伴
う
町
監
査
委
員

の
選
任
が
行
わ
れ
、
松
森
恭
一
さ

ん
（
74
）
＝
上
愛
宕
下
＝
と
議
会

推
薦
で
滝
本
秀
雄
さ
ん
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
両
氏
は
前
回
に
引
き

続
き
の
就
任
で
辞
令
交
付
式
は
７

月
23
日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

町
監
査
委
員
は
町
の
予
算
の
執

行
や
財
産
の
管
理
、
公
営
企
業
の

経
営
の
ほ
か
、
一
般
行
政
事
務
に

つ
い
て
、
公
正
で
効
率
的
な
運
営

が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

点
検
す
る
委
員
で
、
識
見
を
有

す
る
人
と
町
議
会
議
員
の

う
ち
か
ら
選
任
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
任
期
は
松
森
さ
ん

が
平
成
28
年
７
月
21
日
ま

で
、
滝
本
さ
ん
が
同
年
７

月
20
日
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
は
別
表
３

の
と
お
り
決
定
。常
任
委
員
会
は
、

審
議
の
効
率
化
を
図
る
た
め
に
設

け
ら
れ
、
議
長
を
除
く
全
議
員
が

い
ず
れ
か
の
委
員
会
に
所
属
し
、

議
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
陳
情
の
審

査
な
ど
も
行
い
ま
す
。

　

本
会
議
で
は
、
町
監
査
委
員
の

選
任
や
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

し
、
新
議
員
た
ち
は
町
づ
く
り
へ

の
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
員
の
任
期
は
平
成
28

年
７
月
20
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

横
よこさわ

沢　稔
としあき

秋（51）
川原木、農業　①

高
たかはし

橋　幸
さ ち こ

子（59）
新町、会社役員　①

松
まつやま

山　宗
そ う じ

治（50）
上愛宕下、自営業 ①

千
ち ば

葉　岩
い わ お

男（56）
山道、商業　①

朽
く ち き

木 元
も と じ ろ う

治郎（62）
犬袋、会社員　③

小
こ じ ま

島　英
えいすけ

亮（66）
上大町、商業　③

武
た け だ

田　茂
しげる

（60）
新田、農業　④

佐
さ と う

藤　竹
たけひろ

広（62）
二ツ森、農業　③

笹
ささわたり

渡　昇
のぼる

（61）
岩瀬張、農業　④

滝
たきもと

本　秀
ひ で お

雄（60）
駅通、自営業　④

田
た な か

中　二
じ ろ う

郎（60）
下浮島、農業　④

岩
いわさき

崎 富
ふ じ お

士夫（74）
下浮島、農業　④

早
はやさか

坂　信
しんいち

一（63）
尾呂部、農業　⑥

佐
さ と う

藤　弘
ひろきち

吉（68）
水無、農業　⑩

田
た む ら

村　正
ただし

（64）
橋場、政党役員　⑦

愛
あ い き

木　武
た け じ

治（74）
新愛宕下、政党役員⑩

選挙後初の議会に臨み、補正予算などを
審議する議員たち（７月23日、町議場）
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キャベツ出発！

　

町
の
特
産
キ
ャ
ベ
ツ「
い
わ
て
春
み

ど
り
」を
は
じ
め
と
す
る
野
菜
が
旬
の

時
期
を
迎
え
、新
岩
手
農
業
協
同
組
合

（
本
所
滝
沢
村
、福
田
稔
組
合
長
）は
７

月
４
日
、野
原
地
区
の
東
部
営
農
経
済

セ
ン
タ
ー
川
口
野
菜
集
出
荷
場
で
産
地

出
荷
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、生
産
者
や
関
係
者
、主
要
取

引
先
で
あ
る
京
浜
地
区
の
青
果
物
卸
売

市
場
か
ら
激
励
に
駆
け
付
け
た
大
手
５

社
の
代
表
な
ど
約
２
５
０
人
が
出
席
。

出
荷
式
で
は
、福
田
組
合
長
が「
い
よ
い

よ
消
費
者
へ
届
け
ら
れ
る
時
期
と
な
り

ま
し
た
。
生
育
は
総
じ
て
順
調
。
キ
ャ

ベ
ツ
を
柱
に
品
質
の
標
準
化
・
反
収
の

向
上
に
取
り
組
み
、安
全
・
安
心
な
も
の

を
消
費
者
に
届
け
る
よ
う
供
給
責
任
産

地
と
し
て
、生
産
基
盤
の
確
立
を
強
化

し
ま
す
」と
力
強
く
あ
い
さ
つ
。
16
億

円
の
出
荷
を
目
指
す
キ
ャ
ベ
ツ
を
は
じ

め
、レ
タ
ス
、ピ
ー
マ
ン
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

な
ど
の
出
荷
物
を「
い
わ
て
春
み
ど
り
」

の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
を
施
し
た
大
型
ト

ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、岩
手
中
央
幼
稚
園
の
園

児
た
ち
が
元
気
な
踊
り
を
披
露
。
関
係

者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
く
す
玉
を
割
っ

て
出
荷
を
祝
う
と
、産
地
の
一
層
の
躍

進
を
期
し
て「
ガ
ン
バ
ロ
ウ
」を
三
唱

し
、全
国
の
市
場
へ
向
か
う
ト
ラ
ッ
ク

を
送
り
出
し
ま
し
た
。

ＪＡ新いわて園芸産地出荷式

町産業経済人ネットワーク in 東京 2012

　町産業経済人ネットワーク「石神サロン」の東京
版、「いわてまち大縁会」が昨年に引き続き開催され
ます。町の特産キャベツ「いわて春みどり」に代表
される野菜や牛肉、豚肉など町の豊かな「食財」をふ
んだんに使用したイタリア料理（コース）を食べな
がら、町の「食」や「祭」を大いにＰＲ。首都圏に住む
企業関係者などとの縁結びを計り、町の人的ネット
ワークを広げようというイベントです。首都圏在住

で町に関心がある人、ゆかりの人がいましたらぜひ
参加を呼び掛けてください。

【スペシャルゲスト】　内館牧子さん（脚本家）ほか
【会　費】　７，０００円（会食代）
【申込期限】　８月 20 日（月）
【定　員】　１００人（先着順）
【申し込み・問い合わせ先】　役場企画商工課産業創
造推進室 62-2111 内線 212

日時：９月１日（土） 午後４時開縁

会場：リストランテ　ベニーレベニーレ
東京都渋谷区神宮前 4-31-10 ＹＭスクウェア原宿５Ｆ

いわてまち大縁会
①全面にラッピング広告を施した大型トラックが「いわて春みどり」を大きくＰＲ②元気な踊りで出荷式を盛り上げた岩手中央幼稚園の園児たち
③さらなる躍進を期待してテープカットとくす玉割りを行う関係者たち④日本一の産地を目指してガンバロウ！と意気込む関係者たち

日
本
一
の
産
地
目
指
し
て

ツ
の
収
穫
に
親
子
で
挑
戦
し
ま

し
た
。
収
穫
は
、
農
場
を
開
放

す
る
三
浦
青
果
の
三
浦
大
樹
さ

ん
（
28
）
＝
太
田
＝
が
指
導
。
児

童
と
父
母
ら
は
直
径
25
㌢
ほ
ど
に

育
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
の
根
元
に
包
丁

を
入
れ
、
親
子
で
５
個
ず
つ
キ
ャ

ベ
ツ
を
収
穫
し
ま
し
た
。
収
穫
を

終
え
た
中
居
幸ゆ
き
と
し駿

君
は
「
植
え
た

と
き
は
小
さ
か
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
の

苗
が
、
思
っ
た
よ
り
大
き
く
な
っ

沼
宮
内
小
児
童
が
親
子
で
キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
体
験

　

町
の
農
業
に
理
解
を
深
め
よ
う

と
キ
ャ
ベ
ツ
栽
培
に
取
り
組
む
沼

宮
内
小
（
小
笠
原
章
校
長
、
児
童

３
１
４
人
）
の
３
年
生
は
７
月
18

日
、
町
の
特
産
キ
ャ
ベ
ツ
「
い
わ

て
春
み
ど
り
」
の
収
穫
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
56
人
の
児
童
と
父
母

な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
。
児
童

た
ち
が
５
月
に
苗
植
え
、
６
月
に

草
取
り
を
行
い
育
て
た
キ
ャ
ベ

て
い
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」

と
話
し
、
キ
ャ
ベ
ツ
を
両
手
で
抱

え
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
栽
培
体
験
に
は
、
い
わ
て

ま
ち
焼
き
う
ど
ん
を
通
じ
た
町
お

こ
し
活
動
を
展
開
す
る
「
い
わ
て

ま
ち
焼
き
う
ど
ん
連
合
歓
隊
」
が

協
力
。
同
隊
に
も
所
属
す
る
三
浦

さ
ん
は
、「
町
の
主
要
な
産
業
で

あ
る
農
業
、
そ
し
て
、
特
産
で
あ

る
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培
・
収
穫
を
通

じ
て
地
域
の
良
さ
を
知
り
、
岩
手

町
愛
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

期
待
を
込
め
て
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
収
穫
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
の

一
部
は
７
月
21
日
、
道
の
駅
「
石

神
の
丘
」
で
同
隊
が
調
理
。「
い
わ

て
ま
ち
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ベ
塩
焼
き
う

ど
ん
」
と
し
て
収
穫
し
た
児
童
た

ち
や
道
の
駅
を
訪
れ
た
人
た
ち
に

提
供
さ
れ
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

①収穫方法の説明を聞く
児童たち②親子で収穫を
体験③大きなキャベツを
手に笑顔がこぼれる児童

テーマ：食祭のまち・いわてまち
～「食」と「祭」は生命のみなもと～

②③
①

②

③

①

④



平成 24 年８月１日広報いわてまち No.638 ／ 89 ／平成 24 年８月１日広報いわてまち No.638

各
種
表
彰

出
陣
出
陣

い
ざ
、
ロ
ン
ド
ン
へ
！

　

ロ
ン
ド
ン
五
輪
女
子
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
に
日
本
代
表「
さ
く
ら
ジ
ャ

パ
ン
」の
一
人
と
し
て
出
場
す
る

田
中
泉
樹
選
手（
20
）＝
一
方
井
出

身
＝
を
激
励
し
よ
う
と「
ロ
ン
ド

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
ホ
ッ
ケ
ー

日
本
代
表
田
中
泉
樹
選
手
壮
行

会
」は
７
月
９
日
、田
中
泉
樹
選
手

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
記

念
事
業
実
行
委
員
会（
会
長
・
民

部
田
幾
夫
町
長
）の
主
催
で
、岩
手

広
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
プ
ラ
ザ
あ

い
を
会
場
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ホ
ッ
ケ
ー
関
係
者
や
町
の
有
志

な
ど
約
３
０
０
人
が
集
ま
っ
た
熱

気
あ
ふ
れ
る
会
場
で
は
、主
催
者

の
民
部
田
幾
夫
町
長
が「
頑
張
れ

ば
夢
は
叶
う
―
。
後
に
続
く
子
ど

も
た
ち
に
こ
れ
以
上
の
教
育
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
実
践
し
て
く

れ
た
の
が
田
中
選
手
で
す
。
震
災

後
初
の
五
輪
と
な
り
ま
す
。町
民
、

県
民
に
ロ
ン
ド
ン
か
ら
力
強
い

エ
ー
ル
と
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
。
田
中
選
手
の

恩
師
や
後
輩
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
激
励
を
受
け
た
田
中
選

手
は「
こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
は
皆

さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
。
皆

さ
ん
の
応
援
を
力
に
変
え
て
、ロ

ン
ド
ン
の
地
で
は
自
分
の
特
徴
を

生
か
し
頑
張
っ
て
き
ま
す
」と
健

闘
を
固
く
誓
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
委
員
会
の
呼
び
掛
け
で

町
内
外
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
協
力
金
の
一
部
が
激
励
費
と
し

て
田
中
選
手
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
五
輪
女
子
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
は
７
月
29
日
～
８
月
10
日
に

開
催
。
町
の
期
待
を
一
身
に
背
負

い
ロ
ン
ド
ン
を
駆
け
る
田
中
選
手

の
活
躍
が
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

北
上
川
で
つ
な
ぐ
友
情
い
つ
ま
で
も

北
上
川
で
つ
な
ぐ
友
情
い
つ
ま
で
も

北
上
川
で
つ
な
ぐ
友
情
い
つ
ま
で
も
源
泉
の
地
・
水
堀
小

河
口
の
地
・
吉
浜
小

田
中
泉
樹
選
手
壮
行
会

各回数に達し表彰を受賞した献血協力者の皆さん
（左から）上野岩蔵さん、山形幸一さん、四日市芽吹さん

交通安全や防犯の呼び掛けで警察に協力し県警本
部長感謝状を授与された沼宮内保育所の園児たち

①ロンドン五輪日本選手団のユニフォームで出席した
田中選手。たくさんの激励を受けロンドンでの活躍を
誓った②実行委員会に寄せられた協力金からの激励費
を民部田町長が田中選手へ贈呈③最後に全員のエール
で田中選手をロンドンへ送り出す壮行会の参加者たち

北
上
川
の
源
泉
や
御
堂
新
田
の
滝
を
見
学

し
絆
を
確
か
め
合
っ
た
両
校
の
児
童
た
ち

②

③ ①

９月８日
土

北上川源泉のまち・岩手町から流域に育まれる豊かな文
化と魅力を発信。北上川を愛する熱い仲間たちが大集合！
北上川で人と人がつながります。

講師：平山 健一 氏 （前岩手大学学長 / 北上川リバーカル    
                                チャーアソシエーション会長）
演題：「源泉から始まる流域社会」

警
察
感
謝
状

　

岩
手
県
警
察
本
部
と
岩
手
警
察

署
は
７
月
２
日
、
長
年
に
わ
た
り

交
通
安
全
や
防
犯
活
動
な
ど
警
察

業
務
に
協
力
し
た
個
人
や
団
体
へ

感
謝
状
を
贈
り
、
町
内
の
４
団
体

と
５
個
人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、沼
宮
内
保
育
所
（
谷

地
幸
子
所
長
、
園
児
67
人
）
は
、

七
夕
や
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾

り
付
け
で
防
犯
や
交
通
安
全
を
願

う
な
ど
、
長
年
に
わ
た
る
地
域
へ

の
啓
発
活
動
に
よ
り
県
警
本
部
長

感
謝
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
岩
手
県
警
察
本
部
長
感
謝
状
】　

▽
沼
宮
内
保
育
所
（
谷
地
幸
子
所

長
）　

▽
瀬
川
實
（
67
）
＝
上
愛

宕
下
＝　

【
岩
手
警
察
署
長
感
謝
状
】　

▽
沼
宮
内
高
校
（
小
田
島
均
校
長
）

　

▽
町
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会

（
立
花
ひ
と
み
会
長
）　

▽
町
防
犯

協
会
（
松
本
源
治
会
長
）　

▽
佐
々

木
久
夫
（
73
）
＝
下
大
町
＝　

▽

立
花
悦
子
（
58
）
＝
二
ツ
森
＝　

▽
西
田
玲
子
（
52
）
＝
柳
橋
＝　

▽
八
尾
光
利
（
79
）
＝
一
方
井
＝

献
血
協
力
者
表
彰

　

献
血
協
力
者
に
対
す
る
表
彰
は

７
月
19
日
、
町
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰

式
は
、
平
成
24
年
度
町
献
血
推
進

協
議
会
定
例
総
会
の
席
上
で
行
わ

れ
、
７
０
０
回
～
30
回
ま
で
の
各

献
血
回
数
に
達
し
た
５
人
を
表

彰
。
同
協
議
会
長
民
部
田
幾
夫
町

長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
７
０
０
回　

今
松
哲
美
（
60
）

＝
今
松
＝　

▽
２
０
０
回　

上
野

岩
蔵
（
62
）
＝
犬
袋
＝　

▽
50
回

　

山
形
幸
一
（
54
）
＝
柳
橋
＝　

斉
藤
正
大
（
35
）
＝
二
ツ
森
＝　

▽
30
回　

四
日
市
芽
吹
（
23
）
＝

下
町
＝

―北上川とともに生きる―

　

北
上
川
源
泉
の
地
の
水
堀
小

（
下
村
修
校
長
、
児
童
51
人
）
５

年
生
９
人
と
、
河
口
の
地
、
宮
城

県
石
巻
市
の
吉
浜
小
（
佐
藤
伸
昭

校
長
、児
童
14
人
）
は
７
月
10
日
、

町
内
の
北
上
川
な
ど
で
交
流
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
水
堀
小
の
児
童
を
代

表
し
て
畑
山
知
香
さ
ん
が
「
岩
手

町
に
あ
る
北
上
川
の
源
泉
に
つ
い

て
知
っ
て
ほ
し
い
。
東
日
本
大
震

災
の
津
波
と
い
う
悲
し
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
が
、
共
に
苦
し
み
を

乗
り
越
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
吉
浜
小
児
童
を
歓

迎
し
ま
し
た
。
両
校
児
童
は
、
北

上
川
の
源
泉
「
ゆ
は
ず
の
泉
」
や

川
の
駅
を
見
学
し
、
ゆ
は
ず
の
泉

に
ま
つ
わ
る
伝
説
な
ど
を
学
習
し

た
ほ
か
、
支
流
の
御
堂
新
田
の
滝

で
水
生
生
物
調
査
を
行
い
、
東
北

一
の
大
河
・
北
上
川
で
つ
な
が
る

友
情
を
確
か
め
合
い
な
が
ら
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
19
日
に
は
、
水
堀

小
５
年
生
が
宮
城
県
石
巻
市
を
訪

問
し
吉
浜
小
児
童
と
再
会
。
水
堀

小
児
童
は
吉
浜
小
児
童
の
歓
迎
を

受
け
、
河
口
の
被
災
状
況
や
流
域

の
歴
史
な
ど
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

両
校
は
平
成
12
年
か
ら
毎
年
、

源
泉
と
河
口
を
お
互
い
に
訪
問
す

る
な
ど
し
て
交
流
を
続
け
て
き
ま

し
た
が
、
昨
年
は
震
災
の
た
め
中

断
。
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
吉
浜
小
は
児
童
数
が
減
少
し
、

来
年
度
か
ら
周
辺
の
３
校
で
統
合

す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
吉
浜
小
と
し
て
は
今

回
が
最
後
の
交
流
会
と
な
り
ま
し

た
。
水
堀
小
の
早
坂
悠
太
君
は
、

「
吉
浜
小
の
み
ん
な
と
は
北
上
川

で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
学
校
の

名
前
が
変
わ
っ
て
も
、
変
わ
ら
ず

に
交
流
で
き
れ
ば
い
い
で
す
」
と

変
わ
ら
ぬ
交
流
を
願
い
ま
し
た
。

13:30 ～ 17:00
プラザあい１Ｆホール

基 調 講 演

テーマ：「北上川とともに生きる」
 ○コーディネーター
  内田 尚宏 氏 ( いわて流域ネットワーキング代表理事 )

 ○パネリスト
  辺見 清二 氏　＝石巻市＝（石巻千石船の会会長）
  千葉 喜彦 氏　＝奥州市＝（環境再生医・自然環境部門）
  千葉 秀子 氏　＝一関市＝（北上川伝統料理かにばっと継承者）
  大沢 健治 氏　＝岩手町出身＝　岩手町ふるさと大使
                               （独立行政法人 水資源機構中部支社副支社長）

日９月８日－９日
土

事 例 発 表

パネルディスカッション

北
上
川
ご
当
地
グ
ル
メ
大
集
合
！

10：30 ～
　15：00

「山見の里大町商店街」特設会場
北上川「源泉のまち・岩手町」から「河口のまち・
石巻市」まで、流域のご当地グルメが大集合！
ご当地グルメの食べ歩きをお楽しみください。

入場無料

写真：同会場で開催さ
れた昨年の「北緯 40
度ご当地グルメ博！」

・水堀小リバーキッズクラブ
・NPO 法人北上川流域連携交流会
・四十四田ダム水源地域ビジョン推進会議

【出展予定グルメ】
いわてまち焼きうどん / そば（盛岡市）/ 南部か
しわ鉄板焼き（雫石町）/ 花巻しょう油たこやき

（花巻市）/ 北上コロッケ（北上市）/ 奥州はっと
（奥州市）/ 江刺あんかけうどん（奥州市）/ ずん
だ餅・くるみ餅・変わり揚げ餅（一関市）/ いち
のせきハラミ焼（一関市）/ 登米・油

あぶらふ

麩丼（宮城
県登米市）/ 石巻茶色い焼きそば（宮城県石巻市）
☆ゲスト☆　久慈まめぶ汁（久慈市）
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岩手町夏まつり
第18回

８月14日（火） 道の駅「石神の丘」
★特設屋台　　　　   11:00 ～ 21:00
★スーパーボールすくい   11:00 ～ 17:00
★水ヨーヨー釣り　   11:00 ～ 17:00
★カブトムシイベント　11:00 ～ 15:00
★花火大会（1,600 発）　20:00 ～ 20:50
※雨天の場合は花火大会のみ翌日同時刻に開催します

【問い合わせ先】　町夏まつり実行委員会（役場企画商工課内）
　　62-2111　内線 213

ラ
ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ア
盛
況

　

石
神
の
丘
美
術
館
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー

フ
ェ
ア
は
６
月
30
日
～
７
月
16
日
、
同

館
屋
外
展
示
場
で
開
催
さ
れ
、
見
ご
ろ

を
迎
え
た
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
美
し
い
紫
色

と
、
さ
わ
や
か
な
香
り
を
楽
し
む
多
く

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
会
場
で
は
７
月
７
日
、
８

日
の
両
日
、
町
内
の
女
性
有
志
が

「
野の
だ
て点
の
会
」
を
開
催
。
来
場
者
を
日
ご

ろ
学
ん
だ
お
茶
の
作
法
で
も
て
な
し
、

抹
茶
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
色
の
和
菓
子
と
癒

し
の
ひ
と
と
き
を
提
供
し
ま
し
た
。
同

会
の
開
催
は
今
回
で
８
回
目
。
毎
年
ラ

ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ア
に
合
わ
せ
て
催
さ
れ
、

来
場
者
に
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

入
館
者
20
万
人
突
破

祝
ん
は
、「
今
日
は
ド
ラ
イ
ブ
を
し
な
が
ら
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
見
よ
う
と
思
っ
て
来
ま

し
た
。び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
ラ
ッ
キ
ー

で
し
た
ね
」
と
喜
び
、
同
美
術
館
長
の

民
部
田
幾
夫
町
長
と
一
緒
に
、
記
念
の

く
す
玉
を
割
り
ま
し
た
。
吉
田
さ
ん
に

は
道
の
駅
「
石
神
の
丘
」
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
商
品
を
詰
め
た
「
石
神
の
丘
夢
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
な
ど
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
に
開
館
し
た
同
美
術
館

は
、
同
14
年
に
道
の
駅
「
石
神
の
丘
」

開
業
に
合
わ
せ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
以

後
、
毎
年
２
万
人
前
後
の
集
客
を
続
け

て
い
ま
す
。
館
長
の
民
部
田
幾
夫
町
長

は
「
地
方
か
ら
芸
術
文
化
を
発
信
し
、

心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
ら
れ
る
美
術
館
と

し
て
、
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
る
施
設
に

し
て
い
き
た
い
」
と
一
層
の
発
展
を
誓

い
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後

石
神
の
丘
美
術
館

　

石
神
の
丘
美
術
館
は
７
月
15
日
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
後
の
入
館
者
が
20
万
人
を

突
破
し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

20
万
人
目
の
入
館
者
と
な
っ
た
の

は
、
盛
岡
市
か
ら
来
館
し
た
吉
田
昇
さ

ん
（
64
）、
節
さ
ん
（
64
）
夫
妻
。
昇
さ

きっぷの種類 きっぷの内容

「ＩＧＲ・バス乗継通勤定期」
（ＩＧＲ各駅～盛岡駅間と、盛岡駅前～盛岡バスセンター
間の岩手県交通バスの通勤定期）

盛岡市中心部に通勤する人が対象。ＩＧＲと県交通の定期をそれぞれ購入
するより最大約 10.8％お得です。例えば、いわて沼宮内駅から盛岡バスセ
ンターまでは１カ月 42,410 円のところ 38,800 円となり 3,610 円お得です。

「中学生往復半額きっぷ」 中学生限定で往復きっぷが半額になります。土 ･ 日・祝日と夏・冬・春休
み期間中に利用できます。生徒手帳の提示が必要です。

「フェザン買物きっぷ」
（ＩＧＲ往復きっぷとフェザン買物券 2 千円分がセット）

土 ･ 日 ･ 祝日限定。御堂駅から 3,200 円、いわて沼宮内駅と岩手川口駅から
は 2,900 円です。最大約 24％お得です。

「あんしん通院きっぷ」（通院者の往復割引きっぷ）
※月～金曜日（祝日を除く）の下記の列車で利用可。帰りの
列車の指定はありません。

盛岡の医療機関に通院する人とその介助の人が対象。例えば、いわて沼宮
内駅からは 1 人用が 1,400 円、介助を含む 2 人用が 2,300 円です。１人用は
約 21 ～ 22％、２人用は 34 ～ 36％お得です。利用列車にはアテンダントが
乗車し、列車の乗り降りなどをサポートします。なお、このきっぷを利用
する際、各駅の駐車場を無料で使用できます。

「子どもの森きっぷ」
（ＩＧＲ各駅～奥中山高原駅間と、奥中山高原駅～「いわて
子どもの森」間の岩手県北バスがセットの往復割引きっぷ）

例えば、いわて沼宮内駅からは大人 1,400 円、小児 700 円です。最大約
49％お得です。11 月 30 日まで毎日利用できます。

「らくとく空港きっぷ」
（盛岡駅までのＩＧＲきっぷと岩手県交通の盛岡駅発花巻空
港行き特急バスの片道きっぷがセットになった割引きっぷ）

例えば、いわて沼宮内駅からは 2,000 円です。最大約 22％お得です。また、
空港ターミナルビルの「hana AIRPORT SHOP ＆ CAFE」で 5％割引（割
引除外品あり）が付きます。

定期券提示で割引など
ＩＧＲの定期券（有効期限内）を提示すれば割引やプレゼントなど特典が付
くお店がＩＧＲ沿線にたくさんあります。ぜひ利用ください

御　堂 いわて沼宮内 岩手川口 盛　岡
8：22 発 8：26 発 8：31 発 9：00 着
9：18 発 9：23 発 9：28 発 9：57 着

ＩＧＲいわて銀河鉄道は、地域に根差した
鉄道会社です。沿線住民の皆さんが利用し
やすいよう、さまざまなお得なきっぷを販
売しています。ぜひご利用ください。

購入方法など詳しくは、ＩＧＲインフォメーション 019-626-9151 に問い合わせください

IGR お得なきっぷ
　　・定期券

ぜひ利用ください

カブトムシイベントもあるよ

館長の民部田町長や斎藤純芸術監督㊨らと入館者 20 万人突破を祝う吉田夫妻（中央）

①②晴天の下、ラベンダー園の散策や摘
み取り体験を楽しむ来場者たち③ラベン
ダーの香りに包まれた会場で抹茶を楽し
む野点も好評④心のこもったおもてなし
で来場者をなごませた野点の会の皆さん

②③

①④
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Topics01

Topics02

いつか
どこかで

㊤旧県立沼宮内病院跡地に完成し開所
した特別養護老人ホーム「ラベンダー」
㊦神事などが執り行われた施設の落成式

特
養「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
」が
開
所

入
所
待
機
者
の
解
消
に
期
待

No.276

投稿と問い合わせは役場企画商工課企画広報係 62-2111［内線 217］まで

気楽に過ごす毎日です
千葉 昭

し ょ う じ ろ う

治郎 さん （76)= 新田 =

No.276

シシリアさんが指定する場所に友達の似顔絵を描く児童たち

　

愛
宕
下
地
区
の
旧
県
立
沼
宮
内

病
院
跡
地
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
ラ

ベ
ン
ダ
ー
」が
完
成
し
、７
月
２
日

に
開
所
し
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
日
新
福
祉
会

（
盛
岡
市
玉
山
区
）が
運
営
す
る
同

特
養
ホ
ー
ム
は
、個
室
20
床
、一
部

屋
３
ベ
ッ
ド
の
３
床
室
10
室
、短

期
入
所
５
床
の
総
数
55
床
を
備
え

る
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
２

階
建
て
の
施
設
で
す
。
６
月
28
日

は
、落
成
式
と
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、

　

ス
ペ
イ
ン
出
身
の
画
家
、ホ
セ
・

マ
リ
ア
・
シ
シ
リ
ア
さ
ん（
58
）は

７
月
18
日
、浮
島
小
を
訪
問
し
、絵

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

当
日
は
、同
小
の
児
童
16
人
が
全

員
参
加
。
児
童
た
ち
は
、大
き
な
紙

の
中
の
シ
シ
リ
ア
さ
ん
が
指
定
す

る
ス
ペ
ー
ス
に
友
達
の
似
顔
絵
を

描
く
な
ど
し
て
シ
シ
リ
ア
さ
ん
と

一
緒
に
作
品
制
作
を
楽
し
み
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は「
小
さ
な
ス
ペ
ー

ス
に
絵
を
描
く
の
が
難
し
か
っ
た

け
ど
、面
白
か
っ
た
」な
ど
と
口
々

に
感
想
を
話
し
、最
後
に
全
員
で

「
グ
ラ
シ
ア
ス
！
」と
ス
ペ
イ
ン
語

で
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

シ
シ
リ
ア
さ
ん
は
、東
日
本
大
震

災
後
、被
災
地
を
訪
れ
子
ど
も
た
ち

を
励
ま
す
活
動
を
展
開
。
こ
の
た

び
、県
内
陸
部
を
訪
れ
た
い
と
い

う
希
望
で
同
小
を
訪
問
し
ま
し
た
。

同
小
児
童
が
描
い
た
絵
や
こ
れ
ま

で
の
活
動
で
創
作
さ
れ
た
作
品
は

来
年
完
成
し
、福
島
県
な
ど
の
美
術

館
で
公
開
さ
れ
る
予
定
で
す
。

「まち・ひと きらり」では、きらりと光る町の出来事や輝く人たちを紹介します。
あなたの地域・職場での話題をお寄せください。

ひとまち

山本政弘さんの次男

山本　琴
こと

くん（橋場）

健康で明るく優しい
子になってね

岩崎　勉さんの長女

岩崎 風
ふ う か

香ちゃん（境田）

健康で元気な子に
育ってね

お子さんの紹介

な ま え　（ 地 区 ）

保護者から一言

中居拓也さんの長男

中居　岳
がく

くん（舘）

人にも動物にも好かれ
る子になりましょうね

東舘直樹さんの長女

東舘 結
ゆ い

心ちゃん（舘）

明るく元気な子に
育ってね

立花善幸さんの三女

立花 蘭
ら ら

來ちゃん（民部田）

元気に優しい子に
育ってね！

１歳児健診に来てくれた
お子さんのかわいい笑顔
を紹介します。

民
部
田
幾
夫
町
長
や
関
係
者
ら
が

出
席
し
、施
設
の
完
成
を
祝
い
ま

し
た
。
民
部
田
町
長
は
祝
賀
会
で

「
町
民
待
望
の
施
設
が
完
成
。
町

は
、医
療
と
保
健
福
祉
の
一
体
的

な
整
備
で
町
民
の
安
心
を
確
保
す

る
町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
日
新
福
祉
会
の
大
き
な
理
解

に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
」と
あ

い
さ
つ
。「
あ
ん
ず
の
里
」に
続
く
、

町
内
二
つ
目
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
に
入
所
待
機
者
解
消
の
期

待
を
寄
せ
ま
す
。

スマイル

ベイ ビ　ー

ズ

　老人クラブのスポーツ大会に出場した昭治郎さん。「私たちは小さいころか
ら農業の手伝いをしたり、働くことに精いっぱいだったから、スポーツを楽し
むなんていうことはあまりなかったんですよ。今日は、足八丁とボール送り
の 2 種目に出ました。思うようにいかなかったけど、楽しいねえ」と話します。
農機具販売の会社に勤めていたころのことは、「販売のノルマをこなさなけ
ればならないことがとても大変でした。それだけに、目標を達成できたとき
は何よりもうれしかったです」と振り返ります。現在は、奥さんと二人暮らし。
米や野菜を作りながら、温泉に通う毎日を楽しく過ごしています。

イラストレーターに
　「絵を描くのが好きなので、イラストレーター
になり可愛いキャラクターを描きたいです」と目
を輝かせる憧さん。学校では、児童会で環境美化
班長として活躍。勉強は「国語が少し苦手」と言
いますが、得意科目は、やはり図工で絵の時間が
一番好きだそうです。「夏休みは家事のお手伝い
をがんばりたい」と、妊娠中のお母さんを気遣う
優しい憧さん。「プールではクロールで 25 ｍ泳げ
るようになりたい」と目標を立て、生活と運動の
両面で一層の飛躍を心のキャンパスに描きます。

小沢 憧
あ こ

さん （北山形小５年）

浮
島
小
で
絵
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

プ
ロ
の
画
家
と
一
緒
に
制
作
体
験
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て
た
牛
の
入
賞
に
笑
顔

○
盛
岡
北
部
畜
産
共
進
会

　

第
11
回
盛
岡
北
部
畜
産
共
進
会（
同
実
行

委
員
会
主
催
）は
７
月
１
日
、山
辺
内
地
区
の

Ｊ
Ａ
新
い
わ
て
種
子
セ
ン
タ
ー
特
設
会
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、岩
手
町
、盛
岡

市
玉
山
区
、葛
巻
町
の
畜
産
農
家
が
乳
牛
や

肉
用
牛
を
出
品
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
、黒
毛

和
種
、日
本
短
角
種
の
各
部
門
ご
と
に
、出
品

さ
れ
た
１
２
２
頭
が
体
つ
き
の
美
し
さ
な
ど

を
競
い
合
い
ま
し
た
。
会
場
に
は
、丹
精
込

め
て
育
て
た
牛
が
入
賞
を
果
た
し
て
喜
ぶ
農

家
や
応
援
に
駆
け
付
け
、審
査
を
見
守
る
家

族
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

町
主
催
の
食
育
と
歯
の
イ
ベ
ン
ト「
も
り
も

り
食
べ
て
歯
っ
ぴ
ー
・
ウ
エ
ル
カ
ム
」は
６
月

29
日
、道
の
駅「
石
神
の
丘
」で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
食
育
コ
ー
ナ
ー
で
は
、一
日
に
必
要
と
さ

れ
る「
野
菜
３
５
０
㌘
の
重
さ
当
て
」や
町
食
生

活
改
善
推
進
員
が
考
案
し
た
野
菜
料
理
の
試
食

な
ど
を
実
施
。
歯
科
コ
ー
ナ
ー
で
は
、歯
科
衛

生
士
に
よ
る
歯
科
相
談
や
虫
歯
予
防
の
紙
芝
居

が
行
わ
れ
、小
学
生
や
親
子
連
れ
な
ど
に
食
と

歯
の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。
沼
宮
内
小
３
年

の
葛
城
友ゆ

き

み
季
美
さ
ん
は「
よ
く
噛
む
こ
と
が
大

切
」と
紙
芝
居
で
虫
歯
予
防
を
学
び
ま
し
た
。

育

▼ 2012.07.01

と
食
か
ら
健
康
づ
く
り

○
も
り
も
り
食
べ
て
歯
っ
ぴ
ー・ウ
ェ
ル
カ
ム

歯

域
ぐ
る
み
で
健
や
か
に

○
青
少
年
健
全
育
成
パ
レ
ー
ド

横断幕を掲げて歩き青少年の健全育成を呼び掛ける生徒たち

　

７
月
の「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全

国
強
調
月
間
」に
合
わ
せ
、青
少
年
健
全
育
成

啓
発
パ
レ
ー
ド
と
集
会
が
７
月
24
日
と
26
日

の
両
日
、町
内
４
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

沼
宮
内
地
区
で
は
、沼
宮
内
中
や
沼
宮
内

高
校
の
生
徒
、地
域
の
住
民
な
ど
約
２
０
０

人
が
参
加
し
、の
ぼ
り
旗
や
横
断
幕
を
掲
げ

て
稲
荷
神
社
か
ら
プ
ラ
ザ
あ
い
ま
で
約
２
㌔

の
道
の
り
を
パ
レ
ー
ド
。
地
域
ぐ
る
み
で
よ

り
よ
い
環
境
を
整
え
、子
ど
も
た
ち
を
健
や

か
に
育
て
よ
う
と
道
行
く
人
た
ち
に
呼
び
掛

け
ま
し
た
。

地

紙芝居「ライオンの歯医者さん」で虫歯予防を学ぶ子どもたち一般開放は休業日を除く原則 9:00 ～ 17:00。 62-5311

▼ 2012.06.29▼ 2012.07.25

審査員の審査を受ける黒毛和種の牛と見守る畜産農家の皆さん

天 然芝で伸び伸びプレー
○工藤孝一杯サッカー大会

　第 14 回工藤孝一杯兼町サッカースポーツ少年団交流大
会は７月 21 日と 22 日の両日、町総合グラウンドで行われ、
当町のゆはず FC フィゼンツや近隣市町村から集まった全
16 チームがトーナメント戦で優勝を争いました。選手たち
は、きれいに整備された天然芝グラウンドで伸び伸びとプ
レー。日頃の練習の成果を存分に発揮しました。

【大会結果】 ▼Ｕ -10 の部 ①Ｖ花巻 ②ゆはず FC フィゼン
ツ ③滝沢 JFC ドリーム ④鵜飼サッカークラブ ▼Ｕ -12
の部 ①Ｖ花巻 ② FC 紫波ジュニア ③鵜飼サッカークラブ
④ゆはず FC フィゼンツ　※Ｖ花巻＝ヴェルディサッカースクール岩手・花巻

 ▼ 2012.07.21-22

相
手
チ
ー
ム
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
と
競
り
合
う

ゆ
は
ず
Ｆ
Ｃ
フ
ィ
ゼ
ン
ツ
の
三
浦
大
知
君
㊨

岩 手クラブマスターズ全国制覇
○全日本マスターズホッケー ▼ 2012.07.15-16

抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
巧
み
な
個
人
技
で

栄
冠
に
輝
い
た
岩
手
ク
ラ
ブ
マ
ス
タ
ー
ズ

　第 10 回全日本マスターズホッケー大会は７月 15 日と
16 日の両日、徳島県で開催されました。昨年まで 40 ～ 49
歳の部に出場し５度の優勝を誇る男子岩手クラブマスター
ズ（笈口一美監督）は、今大会 50 ～ 59 歳の部に出場。往年
の名プレーヤーがそろう同部でもその強さは変わらず、同
部初出場初優勝を果たしました。また、女子 35 ～ 44 歳の
部に出場したマスターズオール岩手（佐々木理恵子監督）は
第４位に入賞しました。ホッケー全国大会の先陣を切る大
会で幸先よく全国制覇を果たした岩手クラブマスターズ。
後に続く町の小中高生たちの活躍が期待されます。 い きいきと笑顔で交流

○老人クラブスポーツ大会

　町老人クラブ連合会（西田利夫会長）主催の町老人クラブ
スポーツ大会は７月 18 日、町総合グラウンドで開かれまし
た。当日は町内の 44 単位老人クラブの約 170 人が５チー
ムを編成して参加。100 ㍍競争やボール送りなど９種目で
順位を競いました。参加者たちは晴天の下、緑あざやかな
天然芝グラウンドでいきいきとプレー。仲間や対戦相手の
一挙手一投足に歓声をあげ、笑顔で交流を深めました。な
お、優勝チームは８月９日、滝沢村で行われる岩手紫波地区
老人スポーツ大会に出場します。大会結果は次のとおり。

【大会結果】　①沼宮内 ②川口 ③一方井 ④東部 ⑤御堂

▼ 2012.07.18

ボ
ー
ル
の
予
期
せ
ぬ
転
が
り
に
思
わ
ず
叫

ぶ
囲
碁
ボ
ー
ル
の
選
手
と
見
守
る
参
加
者

町 内のライバル校が熱戦展開
○県中総体ホッケー競技

　県中学校総合体育大会ホッケー競技は７月 21 日と 22
日の両日、町ホッケー場で開催されました。両日は、男子
４校、女子３校が出場し、リーグ戦で対戦。選手たちは、
上位２校が進出できる東北大会、そして全国の頂点を目
指し、町内のライバル校と熱戦を繰り広げました。その
結果、沼宮内中男女と一方井中男子、川口中女子が８月３
～５日、町ホッケー場で開催される東北大会への出場権
を獲得。全国制覇への歩みを一歩進めました。

【大会結果】　 ▼男子 ①一方井中 ②沼宮内中 ③川口中 
④東部中 ▼女子 ①沼宮内中 ②川口中 ③一方井・東部中

 ▼ 2012.07.21-22

男
子
優
勝
一
方
井
中
と
２
位
沼
宮
内
中
の
熱
戦

▼ 2012.07.24

　

ニ
チ
コ
ン
㈱
は
こ
の
ほ
ど
、町
に
あ
る「
ニ
チ

コ
ン
岩
手
」に
自
社
製
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
用
）

急
速
充
電
器（
30
㌔
㍗
）を
設
置
し
ま
し
た
。
急

速
充
電
器
の
設
置
は
、自
動
車
販
売
店
以
外
の

民
間
事
業
所
で
は
県
内
で
も
数
少
な
く
、町
内

で
は
初
と
な
り
ま
す
。
同
社
が
導
入
し
た
Ｅ
Ｖ

の
充
電
に
使
用
す
る
ほ
か
、一
般
に
も
当
面
の

間
、無
料
で
開
放
し
ま
す
。
充
電
器
か
ら
伸
び

る
プ
ラ
グ
を
車
の
ソ
ケ
ッ
ト
に
差
し
込
み
、約

35
分
で
電
池
の
容
量
の
約
80
％
を
充
電
可
能
。

同
社
は「
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
Ｅ
Ｖ
の

普
及
が
進
め
ば
」と
期
待
を
込
め
ま
す
。

○
ニ
チ
コ
ン
岩
手
Ｅ
Ｖ
用
急
速
充
電
器

充
▼ 2012.07.25

電
無
料
で
Ｅ
Ｖ
普
及
へ
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食
中
毒
予
防

今月は平牛まゆみ栄養士
からのお便りです

健康・福祉情報文化・情報

安
全
で
お
い
し
い

　
　
　
食
生
活
の
た
め
に

に
交
換
し
、台
所
は
清
潔
を
保
つ
。

④
調
理
す
る
と
き

・
肉
や
魚
は
し
っ
か
り
中
ま
で
加
熱

す
る
。
中
心
部
が
75
度
以
上
、１
分

以
上
の
加
熱
が
目
安

・
電
子
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
と
き
は
、

全
体
に
熱
が
伝
わ
る
よ
う
、途
中
で

か
き
回
す

・
調
理
を
中
断
す
る
と
き
は
、室
温
に

放
置
せ
ず
冷
蔵
庫
に
保
管
し
、再
び

加
熱
す
る
と
き
は
十
分
に
加
熱
す
る

⑤
食
べ
る
と
き

・
食
事
の
前
に
せ
っ
け
ん
で
手
を
洗
う

・
作
っ
た
料
理
は
常
温
に
放
置
せ
ず
、

温
か
い
も
の
は
温
か
い
う
ち
に
、冷

た
い
も
の
は
冷
た
い
う
ち
に
食
べ
る

・
生
卵
は
食
べ
る
直
前
に
割
り
、す

ぐ
食
べ
る

⑥
残
っ
た
料
理
は

・
作
業
前
に
手
を
洗
う

・
残
っ
た
も
の
は
、冷
め
や
す
い
よ
う

に
小
分
け
に
し
て
冷
蔵
庫
へ
入
れ
る

・
保
存
し
て
時
間
が
経
ち
過
ぎ
た
も

の
は
捨
て
る

・
温
め
直
す
と
き
は
十
分
に
加
熱
す

る
　

吐
き
気
、嘔
吐
、下
痢
、腹
痛
、頭
痛
、

発
熱
な
ど
、体
調
が
悪
い
と
き
は
自
己

判
断
で
胃
腸
薬
や
下
痢
止
め
を
服
用
せ

ず
に
、医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
梅
雨
の
時
期
か
ら
夏
場
に
か
け
て

は
、食
中
毒
菌
が
増
え
や
す
く
、一
年

で
最
も
食
中
毒
の
発
生
が
多
い
時
期

で
す
。
食
中
毒
と
い
う
と
レ
ス
ト
ラ

ン
や
旅
館
な
ど
飲
食
店
で
の
食
事
が

原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、家
庭

の
食
事
か
ら
発
生
す
る
こ
と
が
一
番

多
い
の
で
す
。

　

家
庭
で
の
食
中
毒
を
予
防
す
る
た

め
に
次
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

①
買
い
物
の
と
き

・
魚
、肉
、野
菜
は
新
鮮
な
も
の
を
選
ぶ

・
消
費
期
限
を
確
認
す
る

・
魚
や
肉
な
ど
は
汁
が
漏
れ
な
い
よ

う
、ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
る

・
冷
蔵
、冷
凍
の
も
の
は
最
後
に
カ
ゴ

に
入
れ
る

②
保
存
す
る
と
き

・
冷
蔵
、冷
凍
の
も
の
は
買
い
物
か
ら

帰
っ
た
ら
す
ぐ
に
し
ま
う

・
肉
や
魚
は
他
の
食
品
に
触
れ
な
い

　現在、児童扶養手当や特別児童扶養手当を受けて
いる人は、毎年８月に現況届などの提出が必要です。
　この届け出は、引き続き手当を受けられるかを審
査するもので、提出がない場合は、手当の支給が差
し止めになります。また、提出が遅れると支給が遅
れることもありますので、該当する人は忘れずに手
続きをしてください。

【受付日時、場所】　○８月20 日（月）午前９時～午
後７時、役場第２会議室（２階）　○ 21 日（火）午
前９時～午後５時、役場第３会議室（２階）

　 役場町民課　子育て支援係
62-2111 内線 504

No.05

町
の
名
所
・
旧
跡
や
自
然
、歴
史
な
ど
を「
岩
手

町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」会
員
が

毎
月
交
代
で
紹
介
し
ま
す
。今
月
の
ガ
イ
ド
は
、

橋
本
壽
美
男
さ
ん（
78
歳
）＝
境
田
＝
で
す
。

　

姫
神
山
の
麓
を
水
源
と
す
る
丹
藤
川
渓

流
は
、上
流
域
を
含
め
自
然
の
景
観
や
伝

承
、黄
金
ロ
マ
ン
の
宝
庫
。
四
季
折
々
の
自

然
は
豊
か
な
景
観
を
呈
し
、訪
れ
る
人
々
の

心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。　

　

早
春
の
渓
流
で
は
、フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
や
カ

タ
ク
リ
ソ
ウ
な
ど
の
山
野
草
が
出
迎
え
、初

夏
に
両
岸
の
山
々
に
咲
く
藤
の
花
も
見
事
。

清
流
の
砂
の
中
か
ら
は
、川
真
珠
貝
が
そ
っ

と
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。
頭
首
工
の

上
の
水
面
に
は
、水
鳥
が
列
を
な
し
て
泳

ぎ
、カ
ワ
セ
ミ
や
ヤ
マ
セ
ミ
、カ
ワ
ガ
ラ
ス

な
ど
の
野
鳥
に
出
会
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

秋
、落
ち
鮎
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
木
々
が

色
づ
き
は
じ
め
、楓
や
山
漆
な
ど
広
葉
樹
の

美
し
い
紅
葉
は
絶
景
。
落
ち
葉
が
川
面
を

ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
く
景
色
も
な
か
な

か
風
情
が
あ
り
ま
す
。

「
丹
藤
川
渓
流
」

秋の紅葉も美しい丹藤川渓流「立石（たていし）」の風景。
きれいな水を好む川真珠貝（左上）が生息する清流です

まちの文芸

【手続きに必要なもの】
●児童扶養手当　①印鑑②手当証書③養育費等に関
する申告書④勤務先の住所と電話番号が分かるもの
●特別児童扶養手当　①印鑑②手当証書③勤務先の
住所と電話番号が分かるもの④身体障害者手帳・療
育手帳　その他、状況に応じて書類を提出していた
だくことがあります

【その他】　受付日に都合がつかない人は、町民課子
育て支援係（１階２番窓口）で随時受け付けますの
で、８月中に必ず手続きをしてください

児童扶養手当の申請手続きを忘れずに！

よ
う
包
ん
で
保
存
す
る

・
冷
蔵
庫
は
10
度
以
下
、冷
凍
庫
は
マ

イ
ナ
ス
15
度
以
下
に
設
定
す
る

・
冷
蔵
庫
へ
の
詰
め
過
ぎ
は
厳
禁
。
詰

め
る
量
は
全
体
の
７
割
く
ら
い
に

③
下
準
備
の
と
き

・
調
理
の
前
に
せ
っ
け
ん
で
丁
寧
に

手
を
洗
う

・
食
材
は
よ
く
洗
っ
て
か
ら
使
う

・
あ
ら
か
じ
め
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
野

菜
で
も
、よ
く
洗
う

・
肉
は
中
ま
で
火
が
通
り
や
す

い
よ
う
、切
れ
目
を
入
れ
る

・
肉
や
魚
を
切
っ
た
包
丁
や

ま
な
板
は
、必
ず
洗
っ
て
熱

湯
を
か
け
て
か
ら
他
の
も
の
を
切
る

・
ふ
き
ん
や
タ
オ
ル
は
清
潔
な
も
の

受け付けは８月 20 日（月）、21 日（火）です

町 立 図 書 館
62-2877

食
中
毒
？
と
思
っ
た
ら

予
防
の
６
つ
の
ポ
イ
ン
ト

岩手町観光ボランティアホームページ http://e-iwate.net/

俳
句

川
柳
席
題「
舌
」　

柴
田　

満
子　

選

風
散
ら
す
薔
薇
の
は
な
び
ら
掌
に	

遠
藤　

ア
ヤ

狼
藉
の
相
高
ま
り
て
雲
の
峰	

遠
藤　

金
作

津
軽
に
て
跳
人
と
な
り
し
若
き
日
よ	

佐
藤　
　

栄

初
投
句
心
を
乱
す
ク
ー
ラ
ー
音	

志
田　

悦
朗

炎
天
に
競
ひ
合
ふ
声
町
議
選	

柴
田　

ヒ
ノ

喜
雨
の
如
孫
誕
生
の
報
届
く	

白
井　

梅
子

海
底
の
真
ん
中
に
駅
夏
休
み	

平
牛　

喜
孝

瓜
漬
の
適
度
に
萎
び
老
集
ふ	

山
口　

國
男

駅
ご
と
に
変
る
花
壇
に
夏
の
蝶	

高
橋　

麗
子

バ
ラ
園
の
色
と
り
ど
り
の
花
び
ら
を

　
　

拾
い
て
嗅
ぎ
し
香
り
た
し
の
む	　

瀬
川　

浩
美

夏
至
迎
え
休
耕
田
の
緑
地
は

　
　

蛙
の
声
無
く
荒
地
と
化
し
て	

　

高
橋　

い
と

絵
心
が
あ
れ
ば
書
き
た
し
黄
杜
若　

　
　

目
に
や
き
つ
け
し
我
が
庭
の
花　

横
沢　
　

泉

い
つ
し
か
に
咲
き
始
め
た
る
紫
陽
花
を

　
　

見
つ
つ
社
の
石
段
の
ぼ
る	

　

山
本　
　

豊

悲
し
み
は
た
ぐ
ひ
稀
と
は
思
は
ぬ
が

　
　

肩
に
反
り
落
つ
寂
し
き
さ
く
ら	　

佐
藤　

水
魚

短
歌

〈
佳
作
〉

二
枚
舌
そ
の
時
々
に
使
い
分
け	

　

四
日
市
俊
悦

〈
秀
逸
〉

愛
犬
の
挨
拶
は
顔
ベ
ロ
で
く
る	

　

土
橋
は
つ
お

舌
に
味
希
望
の
と
び
ら
見
え
て
く
る	　

佐
藤　

小
草

二
枚
舌
使
っ
て
世
の
中
く
ぐ
り
抜
け	　

菊
池　

一
覚

〈
特
選
〉

受
け
よ
う
か
よ
そ
う
か
舌
癌
の
手
術	　

馬
渕　
　

草

酔
う
と
す
ぐ
舌
が
一
枚
増
え
て
く
る	　

自　
　
　

句

【８月の休館日】　毎週月曜日、８/24（金）

新着図書
ジャンル 書　　　名 著　　者

一般向け
小　説 残月あそび 村松　友視

エッセイ 烈しい生と美しい死を 瀬戸内　寂聴
実用書 死んだあとのお金の話 中村　麻美

児童向け
読み物 お父さんのＶサイン そうま　こうへい
読み物 オバケの長七郎 ななもり　さちこ
実用書 クジラ・イルカのなぞ 99 水口　博也

　８月９日は、たくさんの面白い児童書を積んで全国を巡回
する『おはなしキャラバン隊』が図書館にやってきます。紙
芝居や絵本の読み聞かせ、キャラバンカーに積んだ絵本の自
由閲覧を行います。お子さまが本と親しむきっかけとなる
よう、ぜひ、お越しください。

図書館の行事　

【日時】　８月９日（木）
　　　　午前10時～11時

【対象】　幼児、小学生

【開館時間】　９:00 ～ 18:00

◇おはなしキャラバン隊◇
【日時】　8 月 26 日（日）
　　　　午前 11 時～　

【対象】　小学校入学前のお子さん

◇おはなし会◇
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YOUNG

散歩
ヤ
ン
グ

岩
手
町
役
場

　
62ｰ

２
１
１
１

No.290
【プロフィル】　よこさわ・ゆうき（20）＝川原木＝。平成 23 年に
沼宮内高校を卒業。同年４月、ニチコン岩手株式会社に就職。血液型
B 型、おひつじ座。

　「就職して２年目。仕事の内容を理解し、できることが一つずつ増え
てきました」と話す優希さん。町内の誘致企業に勤め、給与の計算や来
客の受け付けなどを担当します。「ここで製造するコンデンサは、電化
製品や自動車など、私たちの身の回りでたくさん使われています。私は
製造には直接関わっていませんが、そう思うとうれしい気持ちになりま
す」とやりがいを感じ、仕事に取り組んでいます。高校時代はホッケー
部に所属。「練習はきつかったですが、部活で培った集中力は仕事で生
きています」と言う優希さんの理想の男性像は「優しくて面白い人」だと
か。「私の対応が会社の第一印象になることもあります。いつも笑顔で
お客さまをお迎えしたいですね」とフレッシュな笑顔を輝かせます。

お客さまを笑顔で迎えたい

横沢 優希 さん

お
知
ら
せ

 

問
い
合
わ
せ
先　
　

 

申
し
込
み
先

Iwatemachinformation Iwatemachinformation

　
　

盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合
事

務
局（
〒
０
２
０
‐
０
０
２
３
盛

岡
市
内
丸
８
番
５
号
）

　

０
１
９
‐
６
２
６
‐
７
４
０
３

　

防
衛
省
は
、各
種
自
衛
官
採
用

の
た
め
18
才
以
上
の
人
を
対
象
に

採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

【
種
目
】　

防
衛
大
学
校
、防
衛
医

科
大
学
校
、航
空
学
生
、看
護
学
生
、

一
般
曹
候
補
生
、自
衛
官
候
補
生

【
募
集
人
員
・
受
験
資
格
・
申
込

期
間
】　

各
種
目
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

　
・　
　

自
衛
隊
岩
手
地
方
協
力

本
部
盛
岡
募
集
案
内
所（
〒
０
２
０
‐

０
１
３
２
盛
岡
市
西
青
山
３
‐
43
‐
30
）

０
１
９
‐
６
４
１
‐
５
１
９
１

　

町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、各

種
子
育
て
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

講
習
会
開
催
中
は
子
育
て
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
託
児
を
行
い

ま
す
の
で
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
ん
と
ん
レ
ス
ト
ラ
ン

【
日
時
】　
８
月
24
日（
金
）午
前
10
時

【
場
所
】　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
費
用
】　

親
子
で
一
食
分
２
７
０
円

【
持
ち
物
】　

ご
飯
、箸
、お
茶
、お

子
さ
ん
の
歯
ブ
ラ
シ

【
定
員
】　

10
組（
先
着
順
）

【
申
込
期
限
】　
８
月
10
日（
金
）

○
趣
味
講
習「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
よ
う
」

【
日
時
】　
８
月
30
日（
木
）午
前
10
時

【
場
所
】　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
費
用
】　

無
料

【
持
ち
物
】　

汗
拭
き
タ
オ
ル
、中

ズ
ッ
ク（
親
の
分
）、飲
み
物　

※
動

き
や
す
い
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い

【
定
員
】　

10
組（
先
着
順
）

【
申
込
期
限
】　
８
月
23
日（
木
）

・
　

町
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

65
‐
２
１
３
１

　

県
は
、鳥
獣
の
保
護
及
び
適
正

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、狩

猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
免
許
の
種
類
】（
１
）網
猟（
２
）

わ
な
猟（
３
）第
一
種
銃
猟（
４
）第

二
種
銃
猟

【
日
時
】　
９
月
９
日（
日
）午
前
９

時
～
午
後
５
時

【
会
場
】　

県
消
防
学
校（
矢
巾
町

大
字
藤
沢
第
３
地
割
１
１
７
‐
１
）

【
受
験
手
数
料
】　
１
種
類
に
つ
き

５
２
０
０
円（
他
の
狩
猟
免
許
を
所

持
し
て
い
る
人
は
３
９
０
０
円
）

【
申
込
期
限
】　

試
験
日
の
14
日
前

○
狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
会

【
日
時
】　
８
月
26
日（
日
）午
前
９

時
～
午
後
５
時

【
会
場
】　

県
消
防
学
校（
矢
巾
町

大
字
藤
沢
第
３
地
割
１
１
７
‐
１
）

【
受
講
手
数
料
】　

無
料

【
申
込
期
限
】　

開
催
日
の
10
日
前

　
・　
　

盛
岡
広
域
振
興
局
保
健
福

祉
環
境
部（
盛
岡
地
区
合
同
庁
舎
２

階
）
０
１
９
‐
６
２
９
‐
６
５
６
３

　

県
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
は
、

新
規
就
農
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】　
８
月
18
日（
土
）午
後
12

時
30
分
～
３
時

【
対
象
】　
新
規
就
農
や
Ｕ
タ
ー
ン
希

望
者
、農
業
法
人
へ
の
就
業
・
研
修

希
望
者
、農
業
体
験
希
望
者
、農
業
農

村
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
人
、農
業

参
入
を
希
望
し
て
い
る
企
業
な
ど

【
内
容
】　

①
就
農
地
域
の
紹
介　

②
農
業
技
術
・
経
営
の
習
得　
　

③
農
地
の
確
保　

④
資
金
の
調
達

⑤
農
業
法
人
へ
の
就
業
・
研
修　

⑥
企
業
の
農
業
参
入
、そ
の
他
就

農
・
就
業
に
当
た
っ
て
の
情
報
を

提
供
し
、個
別
相
談
し
ま
す

【
参
加
料
】　
無
料

　

○
県
農
林
水
産
部
農
業
普
及

技
術
課
普
及
担
当（
〒
０
２
０
‐

８
５
７
０
盛
岡
市
内
丸
10
番
１
号
）

０
１
９
‐
６
２
９
‐
５
６
５
６

○（
社
）県
農
業
公
社
農
業
振
興
部
就

農
支
援
課（
〒
０
２
０
‐
０
８
８
４

盛
岡
市
神
明
町
７
番
５
号
）

０
１
９
‐
６
２
３
‐
９
３
９
０

　

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、

中
小
企
業
合
同
就
職
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

【
日
時
】　
９
月
３
日（
月
）午
後
１

時
～
５
時（
受
け
付
け　

正
午
～
）

【
場
所
】　

い
わ
て
県
民
情
報
セ
ン

タ
ー
・
ア
イ
ー
ナ

【
内
容
】　
県
内
の
求
人
中
小
企
業
に

よ
る
個
別
面
談
・
就
職
相
談
な
ど

【
対
象
】　

平
成
25
年
３
月
ま
で
に

卒
業
予
定
の
大
学
生
、短
大
生（
既

卒
３
年
以
内
含
む
）

・
　

県
中
小
企
業
団
体
中
央

会（http://w
w

w
.ginga.or.jp

）

０
１
９
‐
６
２
４
‐
１
３
６
３

募
集
し
て
い
ま
す

行
わ
れ
ま
す

　

盛
岡
地
区
広
域
消
防
組
合
は
、

盛
岡
市
や
周
辺
市
町
村
に
勤
務
す

る
消
防
職
員
の
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。

【
採
用
予
定
人
員
】　

若
干
名

【
受
験
資
格
】　

①
高
校
卒
業
以
上

の
学
歴
が
あ
る
人
。
②
高
校
卒
業

は
、平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

７
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま

れ
た
人
。
大
学
ま
た
は
短
大
卒
業

は
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人　

※
い
ず
れ
も
平
成
25

年
３
月
卒
業
見
込
み
を
含
み
ま
す

　

な
お
、身
体
的
な
要
件
も
あ
り
ま

す
の
で
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

【
採
用
条
件
】　

盛
岡
市
、八
幡
平

市
、雫
石
町
、葛
巻
町
、岩
手
町
、滝

沢
村
、紫
波
町
、矢
巾
町
の
い
ず
れ

か
に
居
住
で
き
る
人

【
申
込
期
間
】　

８
月
20
日（
月
）

～
９
月
12
日（
水
）（
消
印
有
効
）

【
第
１
次
試
験
】　

10
月
14
日（
日
）

子
育
て
講
習
会
を
開
催
！

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

各
種
自
衛
官
を
募
集
中
！

■
防
衛
省
24
年
度
採
用
試
験

　

東
北
電
力
よ
り「
電
気
ご
使
用
量

の
お
知
ら
せ
」と
一
緒
に
今
回
、「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金
」の
負

担
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
が
届
い

て
い
ま
す
が
、法
律
に
よ
っ
て
決
定

し
た
賦
課
金
は
、東
日
本
大
震
災
で

罹り

災（
被
災
）し
た
こ
と
を
証
す
る

「
罹
災
証
明
書
」を
持
参
し
た
場
合
、

減
免
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
場
合
は
、罹
災（
被

災
）状
況
が
分
か
る
写
真
ま
た
は

補
修
工
事
が
完
了
し
た
際
に
発
行

さ
れ
た
領
収
書
を
も
っ
て
、罹
災

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、印

鑑
持
参
の
上
、役
場
税
務
会
計
課

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

役
場
税
務
会
計
課
課
税
資

産
係　

62
‐
２
１
１
１　

内
線

５
２
２

　

８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で

は「
建
築
物
防
災
週
間
」で
す
。

　

県
は
、災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

著
し
い
被
害
の
恐
れ
の
あ
る
、特

に
防
災
上
の
配
慮
が
強
く
求
め
ら

れ
る
よ
う
な
建
築
物
を
中
心
に
、町

や
消
防
な
ど
と
共
同
で
防
災
査
察

を
実
施
し
て
、安
全
管
理
の
状
況
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、必
要
に
応
じ
た
指
導

を
行
い
ま
す
。な
お
、こ
の
週
間
中
、

次
の
と
こ
ろ
で
防
災
相
談
所
を
開

設
し
、皆
さ
ん
の
ご
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

○
県
県
土
整
備
部
建
築

住
宅
課

０
１
９
‐
６
２
９
‐

５
９
３
７　

○
盛
岡
広
域
振
興

局
土
木
部

０
１
９
‐
６
２
９
‐

６
６
５
０

○
夏
の
火
災
に
注
意

　

夏
は
花
火
や
お
盆
な
ど
で
火
を

使
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
火
災
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①「
火
遊
び
は
し
な
い
。
見
掛
け
た

ら
注
意
す
る
」を
子
ど
も
に
教
え
る

②
花
火
を
す
る
と
き
は
水
を
入
れ
た

バ
ケ
ツ
を
準
備
し
、大
人
が
付
き
添
う

③
火
を
燃
や
し
て
い
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
離
れ
な
い

○
９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」

　
９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」、８
月

30
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
は「
防
災

週
間
」で
す
。
地
震
で
倒
れ
や
す
い

家
具
が
な
い
か
、非
常
持
ち
出
し
品

の
準
備
、家
の
周
り
の
危
険
箇
所
な

ど
を
家
族
で
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

盛
岡
中
央
消
防
署
岩
手
分

署

62
‐
６
１
１
９  　
　
　
　

　

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄
道
の
交

通
量
の
多
い
踏
切
に
は
、踏
切
が

鳴
り
始
め
て
か
ら
人
や
車
が
無
理

に
横
断
し
よ
う
と
す
る
と
、そ
れ

を
検
知
し
て
特
殊
な
信
号
を
点
滅

さ
せ
、運
転
士
に
知
ら
せ
る
装
置

が
付
い
て
い
ま
す
。

　

最
近
、ゆ
は
ず
交
流
館
近
く
の
大

宮
踏
切
で
、こ
の
信
号
に
よ
り
列
車

が
止
ま
る
ケ
ー
ス
が
多
発
し
て
い

ま
す
。昨
年
度
は
年
間
13
件
で
あ
っ

た
も
の
が
本
年
度
は
、４
～
６
月
の

３
カ
月
間
に
19
件
発
生
し
、昨
年
度

の
件
数
を
超
え
ま
し
た
。

　

信
号
の
点
滅
を
発
見
し
た
運
転

士
は
、列
車
を
停
止
さ
せ
て
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
よ
う
に
し
て
い
ま
す

が
、状
況
に
よ
っ
て
は
手
前
に
停
止

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、停
止
で
き
て
も
列
車
は
遅
れ
、

多
く
の
皆
様
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

事
故
が
起
き
な
い
よ
う
に
、人

も
車
も
無
理
な
踏
切
の
横
断
は
、

絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て
銀
河
鉄

道
㈱
安
全
対
策
室

０
１
９
‐

６
５
２
‐
９
８
０
３

無
理
な
踏
切
横
断
は
危
険

■
大
宮
踏
切
の
安
全
横
断
を

罹
災
証
明
書
で
減
免
対
象

■
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
賦
課
金

夏
の
火
災
や
災
害
に
注
意

■
消
防
署
岩
手
分
署

盛
岡
地
区
の
消
防
職
募
集

■
24
年
度
職
員
採
用
試
験

そ
の
他

防
災
査
察
や
相
談
を
実
施

■
建
築
物
防
災
週
間

新
農
業
人
フ
ェ
ア
開
催
！

■
新
規
就
農
の
相
談
会

狩
猟
を
行
う
た
め
の
免
許

■
24
年
度
狩
猟
免
許
試
験

合
同
就
職
説
明
会
を
開
催

■
県
内
の
中
小
企
業
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子どもの急な病気はよろこび　かなしみ 町民カレンダー
2

日（曜） 当番医
5（日）塚谷医院

12（日）佐渡医院

19（日）さわやかクリニック

26（日）一方井診療所

こども救急相談電話

診療時間外の受診

　【受付時間】　午後 7 時～ 11 時（年中無休）
　【電話番号】　局番なしの ＃ 8000（ＰＨＳ、ダイヤル式 
　回線電話、ＩＰ電話は 019-605-9000）

■症状が軽い場合
　【受診場所】　盛岡市夜間急患診療所
　盛岡市神明町 3-29 盛岡市保健所 2 階　 019-654-1080
　【受付時間】　午後 7 時～ 11 時

■症状が重い場合
　【受診場所】　小児救急入院受入当番病院
　下記予定表のとおり

　【受付時間】　午後 5 時～翌朝 9 時、土曜日は午後 1 時～ 5 時
　【対象】　症状が重く入院が必要と思われる子どもと、盛岡
　市夜間急患診療所や休日当番医が診療していない時間帯の
　急病の子どもを受け入れます
　【注意点】　日中の診療時間に受診できる人は、時間内に受
　診しましょう。また、重症な子どもの治療に支障をきたさ
　ないよう、まずは盛岡市夜間急患診療所を受診しましょう。
　日曜、祝日の日中は休日当番医を受診してください

「こころといのちを支えるいわて」
ひとりで悩まず下記にご相談ください。

■盛岡いのちの電話 019-654-7575（正午～午後 9 時、
日曜日のみ午後 6 時まで）　■県精神保健福祉センター
019-622-6955（午前 9 時～午後 4 時 30 分）■役場健康
福祉課　 0195-62-2111（内線 513.517）

■当番病院の連絡先
【中　央】　県立中央病院
　　　　　　盛岡市上田 1-4-1　 019-653-1151

【日　赤】　盛岡赤十字病院
　　　　　　盛岡市三本柳 6-1-1　 019-637-3111

【医　大】　岩手医科大学附属病院
　　　　　　盛岡市内丸 19-1　 019-651-5111

【こども】　もりおかこども病院
　　　　　　盛岡市上田字松屋敷 11-14　 019-662-5656

【川久保】　川久保病院
　　　　　　盛岡市津志田 26-30-1　 019-635-1305

　組数、人数の（ ）内は実数です。お婿さんお嫁さんは、
結婚して町内に住所がある人を掲載しています。
　広報に掲載を希望しない人は、届け出のときに町民
課にお話ください。

※休日当番医、応援診療科は予定を変
更する場合がありますので、あらかじ
め電話で確認の上、来院ください。

一方井診療所
岩手沼宮内クリニック
北上脳神経外科クリニック

佐々木医院
佐渡医院
さわやかクリニック
塚谷医院
県立中央病院附属
沼宮内地域診療センター

―町内病院の電話番号―

▼
▼

▼
▼

８月

※広報掲載後に予定が変更になる場合もありますが、そのときは、回覧や広報などで
お知らせします。なお、町内の団体などもこの欄をご利用ください。

日（曜） 時間 行事名 場所
1（水）09:45 ～ 12:00 離乳食教室

（平成24年4月生まれのお子さんの家族）
町保健センター

2（木）13:30 ～ 15:30 福祉のしごと定期出張相談 in 岩手町 プラザあい
3（金）12:30 ～ 12:00 第 21 回東北中学生ホッケー選手権大

会兼第 42 回全日本中学生ホッケー選
手権大会東北ブロック予選会（5 日まで）

町ホッケー場

8（水）12:30 ～ 12:00 ３歳児健康診査（平成20年12月14
日～平成21年2月8日生まれ）

町保健センター

10（金）09:30 ～ 12:00 妊婦教室 2 回目
（平成24年9～12 月出産予定の女性）

町保健センター

12（日）07:00 ～ 22:00「北上川の源泉」シンポジウム in い
わてまち（北上川資料展・9/17 まで）

プラザあい

14（火）11:00 ～ 21:00 第 18 回町夏まつり 道の駅「石神の丘」
20（月）09:00 ～ 12:00 人権・行政相談 町勤労青少年ホーム
23（木）10:00 ～ 子育てサロン “すくすく”

※生後から未就学児とその保護者が対象です
町保健センター

24（金）13:30 ～ 17:00 第 32 回町産業まつり花き共進会
（26 日まで 9:00 ～ 17:00）

道の駅「石神の丘」
道路情報休憩施設

25
　

（土）08:00 ～ 12:00
　

第 5 回県央地域親睦交流ゲートボー
ル大会

町総合グラウンド

28

　

（火）

　

12:30 ～ 00:00
12:45 ～ 00:00

9 カ月児健康診査（平成23年11月生まれ）
6 カ月児健康診査（平成24年2月生まれ）
1 歳児健康診査（平成23年8月生まれ）
※乳幼児の健診を希望する人はどなたで
もおいでください

町保健センター

　
29（水）10:00 ～ 15:30 盛岡年金事務所出張相談

（要予約：盛岡年金事務所 019-623-6211）
ゆはず交流館

日（曜） 時間 行事名 場所
1（土）14:00 ～ 00:00 航空自衛隊北部航空音楽隊演奏会 森のアリーナ
4（火）08:30 ～ 00:00 第 5 回町小学校陸上競技記録大会

( 予備日 6 日） 川口小グラウンド

6（木）09:30 ～ 00:00 盛岡ブロックグラウンドゴルフ
岩手町大会

町総合運動公園特設
グラウンドゴルフ場

　　
09:45 ～ 12:00

　
離乳食教室

（平成 24 年 5 月生まれのお子さんの家族）
町保健センター
　

13:30 ～ 15:30 福祉のしごと定期出張相談 in 岩手町 プラザあい
8（土）10:30 ～ 15:00 北上川ご当地グルメ大集合！（「北上川

の源泉」シンポジウム in いわてまち）（９
日まで）

山見の里大町商店
街特設会場

13:30 ～ 17:00「北上川の源泉」シンポジウム in い
わてまち（基調講演・事例発表など）

プラザあい

9（日）09:00 ～ 00:00 町交通安全ゲートボール大会 黒石温泉
09:00 ～ 00:00 第 36 回岩手県 OB 軟式野球大会岩

手北予選
町野球場

09:00 ～ 00:00 第 40 回町スポーツ少年団ホッケー
交流大会

町ホッケー場

9 月の行事予定

8 月の行事予定

町県民税（第 2 期）、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料（第 2 期）の納付期限は8 月31日（金）です

※口座振替の場合は 8 月 27 日（月）に指定の口座から引き落としになります

県立中央病院附属沼宮内
地域診療センター診療科

診療科 診療日 受付時間

脳神経外科 7 日 08:30 ～
11:00

循環器 ( 内科） 20、27 日 13:00 ～
15:30

高血圧・
糖尿病外来 1 日 08:30 ～

完全予約制

小児科  3、10、17
24、31 日

13:00 ～
16:00

皮膚科 21、28 日 13:00 ～
15:30

耳鼻咽
いんこう

喉科 休診 ―

整形外科 3、17 日 08:30 ～
11:30

2（日）北上脳神経外科クリニック

9（日）沼宮内地域診療センター

▼
▼

▼

平成 24 年６月受け付け分

● 生 ま れ た お 子 さ ん ● 6 人（8 人 ）

● 亡 く な ら れ た 人 ● 18 人（19 人 ）

●お婿さん、お嫁さん● 1 組（4 組）

日 お名前 保護者 行政区

2 三浦　龒
たつ

來
き

徹 黒 石

8 山本　澪
み お

音 肇 上 鴫 沢

8 佐々木二
に こ

瑚 一　馬 上野口町

11 小林い
　 　 か

ち花 大　亮 下 屋 敷

17 今松　紗
さ ら

羅 貢 今 松

23 三浦　聖
せ い ら

愛 誠 中 田

▼６月

▼６月

日 お名前（年齢） 世帯主 行政区
31 玉 山　 ト ミ（80） 本　人 下 浮 島

▼ 5 月

日 月 火 水 木 金 土
8/1
中央

2
日赤

3
中央

4
医大

5
中央

6
医大

7
川久保

8
日赤

9
医大

10
中央

11
こども

12
日赤

13
中央

14
川久保

15
医大

16
中央

17
日赤

18
医大

19
中央

20
中央

21
川久保

22
医大

23
日赤

24
中央

25
こども

26
中央

27
日赤

28
医大

29
中央

30
医大

31
中央

9/1
中央

2
日赤

3
医大

4
川久保

5
医大

6
日赤

7
中央

8
こども

８月の応援診療科

診療科 診療日 受付時間

　内　科 月曜～金曜日 08:30 ～
11:00

　外　科 月曜～金曜日  8:30 ～
11:00

▼

▼ 6 月

4 馬 渕　 巖（82） トミエ 橋 場

9 立 花　 真 弓（43） 光　國 舘

9 酒 多　 由 雄（74） ア　キ 岩 瀬 張

10 田 中 喜 代 治（98） 喜代重 土 川

10 澤屋敷三次郎（79）田中政則 横 田

13 松 原　 フ ミ（93） 本　人 一 方 井

17 中 嶋　 キ ミ（86） 本　人 城 山

18 佐 　 フ ミ（82） 正　治 二 ツ 森

19 小 沢　 清 志（75） 本　人 下五日市

19 立 花　 敏 雄（83） ナ　カ 二 ツ 森

20 千 　 リ ヨ（96） 京　子 境 田

22 田 中　 ノ ブ（90） 本　人 下野口町

22 村 山　 ミ キ（101） 雄　一 境 田

26 帷 子　 光 則（58） 憲　子 久 保

27 田 中 ハ ツ ミ（77） 政　巳 土 川

27 中 村 た み 子（83）相澤敏美 一 方 井

29 三 浦 金 太 郎（84） 正　勝 太 田

62-2659
61-2025

61-3636
62-2234
62-3211
62-2043
62-1155

62-2511

9 月

休日当番医

日 お名前 世帯主 行政区

27 高橋　　昇
橋本　郁美

本　人
信　男

盛 岡 市
山 道
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今月は「茶屋っこ」の
　　「ソフトクリーム」販売数
順位 種　類 販売数
１ バ ニ ラ 1,152
２ 春 み ど り 926
３ ミ ッ ク ス 588

　

皆
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ま
す
。

　

こ
の
編
集
後
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を
書
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て

い
る
今
日
は
７
月
26
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で

す
。
昨
日
ま
で
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や
曇
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ち
の
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候
で
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も
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だ
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が
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す
。

　

今
年
の
夏
は
何
と
い
っ
て

も
ロ
ン
ド
ン
五
輪
。
田
中
泉

樹
選
手
が
メ
ン
バ
ー
に
入
る

女
子
ホ
ッ
ケ
ー「
さ
く
ら
ジ
ャ

パ
ン
」の
試
合
は
、８
月
２
日

の
対
韓
国
戦
が
生
放
送
さ
れ

ま
す
。
プ
ラ
ザ
あ
い
で
放
映

会
を
行
い
ま
す
の
で
、み
ん
な

で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。
ほ
か

に
も
五
輪
は
注
目
の
競
技
が

い
っ
ぱ
い
。
暑
い
、熱
い
、夏

に
な
り
そ
う
で
す
。（
佐
藤
）（７/1 ～ 24「茶屋っこ」調べ）
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「石神の丘展覧会十年記」―美術編―は９月２日まで好評開催中。美術館リニューアル後10年の歩みをご覧ください

Iw
ate-m

achi  M
onthly  Public  Relations  Paper

Iw
ate-m

achi  M
onthly  Public  Relations  Paper 平成 14 年７月にオープンした道の駅「石神の丘」は、今年で 10 周年を迎えました。

町内外のモノとヒトが行き交う道の駅と、隣接する石神の丘美術館から、旬の情報を届けます。

お盆の準備は道の駅で！

　岩手町からはじまった美術団体「エ
コール・ド・エヌ」、そして岩手町で行わ
れてきた「町国際石彫シンポジウム」。
　美術館開館の基礎ともなった町の文化
芸術振興活動に参加した芸術家４人の作
品を紹介します。

朝
市

岩手町国際石彫シンポジウム参加作家らによる
ホールの展覧会　　   9 月２日（日）まで開催

８月 25 日（土） 午後２時～ 聴講無料
                  　　美術館ホール

「自作と岩手町の思い出を語る会」
出品作家による

　お盆を目前にした８月 12 日（日）は、年に一
度の恒例企画「朝市」を開きます。当日は、午前
6 時に開店。イベント広場にテントを設置し、特
にお盆に向けた生花を多数取りそろえ販売しま
す。「産直の盆花は安くて長持ち」と評判もよく、
朝市では毎年多数のお客さまが行列を作り、両手
いっぱいに花を抱えて帰ります。もちろん、産直
店舗も同時刻より営業。野菜類やお土産品を用意
し、皆さんのご来店をお待ちしています。

８月12日   （日） 早朝６時～ [ 雨天決行 ]

産直組合員

　「２月に種をまいたトルコギキョウが
ようやく咲き始めました。花が見えると
ホッとしますよ」と話す遠藤さんは、ト
ルコギキョウのほか小菊などを生産し、
産直に出荷しています。「花は需要が高
まるお盆に向けて、これからが最盛期。
朝市の魅力は、花の種類の多さと鮮度、
そして価格ですね」と話し、丹精込め
て育てる花の出荷を待ちわびています。

遠藤 文雄さん（63）＝久保＝

※通常営業は午前 9 時～午後６時 30 分
　町夏まつりの会場となる 14 日は午後９時まで営業します

　朝市でお買い上げのお
客さま先着 100 人にプレ
ゼントを用意しています。
プレゼントの内容は当日
発表します。お楽しみに！

早起きは三文の徳




